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はつかいち未来ビジョン 2035 将来像の検討について 

（1）市民が考える「廿日市市の将来像」の分析 

分析方法 
市民アンケートにおける「10年後、廿日市市がどのようなまちになっているとよいか、あなたが考える「10年後の廿日市市の姿」を一言で教えてください：自由回答」から、頻出単

語などを分析・抽出（テキストマイニング） ※単語から「廿日市」等の将来像に関して関連性の低い単語は除いて分析している。 

 

若者移住者 

【若者移住者：特に考慮すべきキーワード】 

住みやすい・暮らしやすい（遊べる、集まる、商業施設、安全安心など） / 子育て（育てやすい、優しいなど） / 楽しい（活気、活き活き、集まる等） 

【ワードクラウド】文字が大きいほど、特徴的かつ単語が頻出している（スコアが高い）。 

 

※スコア：単語の重要度を示す指標。一般的な文書ではあまり出現しないが、本分析対象だけ

によく出現する単語を重視するよう調整して算出されたもの 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【単語出現頻度】 

 

 

名詞 スコア 出現頻度 動詞 スコア 出現頻度

子ども 17.71 29 暮らせる 19.79 9

子育て 28.28 24 住む 1.38 9

安心 2.27 12 溢れる 6.28 6

生活 1.99 12 過ごせる 1.29 4

活気 29.33 9 遊べる 0.77 4

自然 3.13 9 いける 0.07 4

笑顔 0.87 7 暮らす 0.71 3

世代 1.41 6 集まる 0.26 3

環境 0.86 6 進む 0.19 3

若者 2.59 5 栄える 2.61 2

形容詞 スコア 出現頻度

住みやすい 36.13 11

優しい 0.15 8

暮らしやすい 32.40 7

欲しい 0.05 5

育てやすい 10.79 3

楽しい 0.02 3

心地よい 0.82 2

捨てやすい 4.26 1

帰りやすい 3.03 1

働きやすい 3.03 1

資 料 ２ 別 紙 １ 



2 

 

子育て世代（20 代～50 代） 

子育て世代（20 代～50 代）：考慮すべきキーワード】 

 住みやすい・暮らしやすい（安全安心、災害の少なさ、歩きやすい、通りやすいなど） / 活気（観光、ふれあいやすいなど） 

/ 子育て（子どもが多い、子供が増える、子どもが遊べる、夢がかなうなど） 

【ワードクラウド】文字が大きいほど、特徴的かつ単語が頻出している（スコアが高い）。 

 

※スコア：単語の重要度を示す指標。一般的な文書ではあまり出現しないが、本分析対象だけ

によく出現する単語を重視するよう調整して算出されたもの 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【単語出現頻度】 

 

  

 

名詞 スコア 出現頻度 動詞 スコア 出現頻度

子ども 13.80 20 住む 3.70 15

子育て 12.59 15 暮らせる 23.20 10

安心 3.49 15 減る 0.46 6

自然 7.13 14 思える 0.46 5

活気 33.96 10 進む 0.33 4

若者 6.06 8 増える 0.13 4

世代 2.44 8 溢れる 1.85 3

老人 6.99 7 暮らす 0.71 3

地域 2.68 7 集う 1.81 2

生活 0.69 7 つながる 0.49 2

形容詞 スコア 出現頻度

住みやすい 31.27 9

暮らしやすい 26.49 6

楽しい 0.08 6

優しい 0.09 3

歩きやすい 3.81 2

低い 0.09 2

少ない 0.05 2

強い 0.02 2

行いやすい 7.65 1

ふれあいやすい 7.65 1
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高齢者（65 歳以上） 

【高齢者：考慮すべきキーワード】 

安心して暮らせる/ やさしい / 住環境の充実/ 医療・福祉 / 交通 / 自然 

【ワードクラウド】文字が大きいほど、特徴的かつ単語が頻出している（スコアが高い）。 

 

※スコア：単語の重要度を示す指標。一般的な文書ではあまり出現しないが、本分析対象だけ

によく出現する単語を重視するよう調整して算出されたもの 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【単語出現頻度】 
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（2）児童・生徒が考える「廿日市市の将来像」の分析 

小学生 

【小学生：考慮すべきキーワード】 

暮らしやすい（住みやすい/暮らせる）/きれいな 

/平和/自然/豊か/楽しい/明るい/賑やか/都会/安全/優しい 

【ワードクラウド】文字が大きいほど、特徴的かつ単語が頻出している（スコアが高い）。 

※スコア：単語の重要度を示す指標。一般的な文書ではあまり出現しないが、本分析対象だけ

によく出現する単語を重視するよう調整して算出されたもの 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【単語出現頻度】 

 

  

きれい 
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中学生 

【中学生：考慮すべきキーワード】 

住みやすい/過ごしやすい/暮らしやすい/平和/自然/きれいな 

/たのしい/にぎやか/助け合える/活気/さかえる 

【ワードクラウド】文字が大きいほど、特徴的かつ単語が頻出している（スコアが高い）。 

※スコア：単語の重要度を示す指標。一般的な文書ではあまり出現しないが、本分析対象だけ

によく出現する単語を重視するよう調整して算出されたもの 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【単語出現頻度】 

 

 

 

名詞 スコア 出現頻度 動詞 スコア 出現頻度

自然 73.17 53 溢れる 43.73 31

平和 39.11 35 暮らせる 54.60 18

豊か 70.75 33 住む 4.18 16

活気 159.24 32 変わる 1.15 15

治安 47.25 21 遊ぶ 1.01 11

安全 19.98 20 過ごせる 4.68 8

便利 11.61 20 遊べる 2.90 8

安心 4.44 17 楽しめる 1.72 8

発展 22.95 15 栄える 18.34 7

都会 11.67 13 来る 0.06 6

形容詞 スコア 出現頻度

住みやすい 350.79 58

きれいな 135.14 43

楽しい 1.93 34

明るい 18.74 25

優しい 1.34 18

にぎやか 53.41 13

きれい 8.03 12

暮らしやすい 44.80 9

過ごしやすい 18.43 9

少ない 0.57 7
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高校生 

【高校生：考慮すべきキーワード】 

住みやすい/暮らしやすい/にぎやか/過ごしやすい 

/あかるい/若者/活気/変わる 

【ワードクラウド】文字が大きいほど、特徴的かつ単語が頻出している（スコアが高い）。 

※スコア：単語の重要度を示す指標。一般的な文書ではあまり出現しないが、本分析対象だけ

によく出現する単語を重視するよう調整して算出されたもの 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【単語出現頻度】 

 

  

 

 

名詞 スコア 出現頻度 動詞 スコア 出現頻度

自然 16.20 22 変わる 1.00 14

豊か 29.83 19 溢れる 1.38 13

若者 17.98 15 暮らせる 26.74 11

安心 3.06 14 住む 0.62 6

子供 2.12 14 減る 0.46 6

笑顔 2.49 12 増える 0.30 6

活気 38.73 11 楽しめる 0.69 5

充実 6.19 11 過ごせる 1.29 4

環境 2.79 11 進む 0.33 4

高齢者 13.45 10 遊べる 0.44 3

形容詞 スコア 出現頻度

住みやすい 255.97 46

楽しい 0.52 20

明るい 5.69 16

暮らしやすい 78.38 14

にぎやか 23.00 7

過ごしやすい 12.47 7

優しい 0.46 7

少ない 0.42 6

素晴らしい 0.12 3

すごい 0.02 3
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（3）市民が考える「廿日市市の愛着や誇りを感じるもの、市外の人に自慢したいもの」の分析 

【考慮すべきキーワード】 

宮島 / 自然（瀬戸内海・山） / 世界遺産（厳島神社） / けん玉 / 桜 / 食（カキ） 

【若者移住者】 

 

 

 

 

 

 

 

 

【子育て世代】 

 

 

 

【高齢者】 
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（4）児童・生徒が考える「廿日市市の愛着や誇りを感じるもの、市外の人に自慢したいもの」の分析 

【考慮すべきキーワード】 

宮島 /世界遺産（厳島神社） / けん玉 / ゆめタウン廿日市 / 食（もみじ饅頭） 

【小学生】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【中学生】 

 

 

 

【高校生】 
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（5）住民ワークショップでの意見 

【若者子ども夢会議】 

●概要 

廿日市市内に居住・通勤・通学している 40 代以下の若者を対象

に「廿日市市の将来像」等について意見交換を行いました。 

① 自分にとっての理想のまち（代表的な意見を抜粋） 

子ども・ 

子育て 

 子育てしやすいまち 

 子供たちが伸び伸び暮らし、自由に遊ぶことのできる街 

 子供が様々 な仕事をしている人に会える機会 

助け合い・

つながり・

交流 

 人々 の交流が多く、街の在り方を一人一人の意見によっ

て決まる街 

 地域の人同士の仲がいい 

 つながりたい人とつながれる街 

住みやすさ 

 交通が整っている 

 医療が整っている 

 パブリックスペースが沢山ある 

 景観が綺麗なまち 

 治安のいい街 

② 廿日市市の理想の姿（代表的な意見を抜粋） 

子ども・ 

若者 

 多様な価値観を持つ人から刺激を受けて、子どもが進路

選択できるユニークなまち 

 子どもを安心してあそばせれる場所がたくさんある町 

 留学とか若者がしたいことを実現しやすいまち 

 若者（高校生等）が遊べる（集える）場所があるまち 

交流・つな

がり・多様

性 

 地域活性のプレーヤーが仕事になる 多様な働き方を

実現できるまち 

 まちの人の強みややりたいこと、つながりたい人が可視

化され、つながりを求める人がつながりやすい仕組みが

あるまち 

 地域住民の交流が多いまち 

 外国人との交流が盛ん 

 子どもと大人が気軽につながることができる居場所が

多いまち 

【抽出した将来像に向けたキーワード】 

 

 

 

 

 

※青字は、重要キーワードとして挙げられた意見 

交流・つながり 地域 

遊び にぎわう 

若者 受け入れる 

外国人 助けあう 

子ども 住みやすい 

【吉和地域づくり会議】 

●概要 

吉和地域の住民を対象に困りごとや今後チャレンジしたい取組

などを「吉和地域づくりプラン」の内容に沿って話し合いました。 

参加者が選んだ特に印象的だった意見交換の内容 

空き家・移

住定住 

 移住者に補助金がない 

 食べるところが少ない 

 吉川先生の偉大さ 

 移住者への補助金" 

 修繕費・建て替え 

 土地や家の名義人がわからなくなっている所の解決 

子育て・学

び 

 自然を活かした授業（サバイバル授業） 

 吉和ならではの体験をさせたい。 

 まずは地域の子どもたちに、農、林、水産、野外等

の体験をさせる。 

 他地域との交流（海外） 

 吉和の人口が減っていく中で、子どもたちの教育に

関する繊細な問題にしっかりと目を向けていくこと

が大切だと感じました。 

福祉・健康・

防災 

 吉和診療所の先生の大切さ、凄さがほとんどの分野

でも挙げられてた！ 

 老若男女の現在課題としていることが何か直接声を

聞き拾い、深めていくことが大切。 

 全体的に危機感が薄いことも気になる。 

 高齢化 

物産販売・

農林業・観

光 

 ネット回線を充実させなければいけない 

 吉和の「これ」という推すものを作る。 

 食をテーマに、特に吉和に肉牛の誘致を！ 

 吉和としての推しを明確にする 

 移住するうえでの吉和での職について 

 職があれば他も良い方向に回る。 

 飲食店がない 

 吉和にきて事業をする人を増やす。 

 

【佐伯地域づくり円卓会議】 

●概要 

佐伯地域の住民を対象に地域の将来像等について対話を行いま

した。 

① 自分にとっての理想のまち（代表的な意見を抜粋） 

暮らし・ 

生活 

 日本の昔ながらの回帰的生活 

 衣食住自分の中で営む 安心して暮らせること 

 公共のインフラに頼らない生活 

 毎日人と関わる時間を持てる暮らし 

今 の ま

ま・変わ

らない 

 今のままでいい 

 今の景色、環境が続いてほしい 

 変わらない近所付き合い 

 田園風景が残っている（あれていない） 

 今のままで人が増えてほしい 

② 10 年後もみんなが幸せに暮らせる”さいき”とは（代表的な意

見を抜粋） 

活性化 

 町内で買い物が完結し、内需で経済が栄える町 

 お祭りなどの活性化・コミュニケーションできる場の増加 

 ごはん屋、カフェ、みんながくつろげる場が増える 

 小中高校があり、地域と密接につながっている 

 事業が始めやすく、チャレンジを後押しできる地域 

住 民 数

の維持 

 大人になったこどもが帰ってきたくなる町 

 ウェルカムな地域 

 子供達が佐伯の町を好きでいる 

 こどもがいい大人になれる町 

 人が集まる場所の存続（観光など） 

安 心 し

て 暮 ら

す 

 医療・介護・公共交通など生活環境が充実 

 年寄り子供が大切にされる 

 町が清潔で山や田畑に人の手が入り、草や熊の心配がない 

 子供に笑顔で挨拶ができる 

 コミュニティが残っていること 

【抽出した将来像に向けたキーワード】 

 
帰りたくなる にぎわい 

戻りたくなる 集まる 

経済循環 やさしさ 

変わらない 

・続くこと 
地域・コミュニティ 

つなぐ・つながる 住みやすい 
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（6）事業者ヒアリングの結果 

【魅力・セールスポイント】 

 豊かな歴史文化や自然環境、広島市に近い立地条件が挙げられており、これらが観光や産業に好影響を与えている。 

 あわせて、恵まれた住環境や充実した子育て支援などがまちの魅力を高めている。 

【将来像】 

 地域や年代などに関わらず、だれもが暮らしやすいまちが求められている。 

 また、恵まれた歴史文化や地域資源を活かし、観光客や移住者に選ばれるまちづくりが求められている。 

分野 魅力・セールスポイント 将来なってほしいまちの姿・イメージ 

子育て・ 

特に教育 

 県外からの問い合わせなどで、「医療費が無料」や「子育てしやすい街」、と聞くことが多い 

 幼保小・中の連携も広島市よりも良くされている 

 個性ある保育園や幼稚園が多く、子育て家庭にとって選択肢が多い 

 人に優しい街、は必然的にみんなに優しい住みやすい街 

 社会全体で子どもから老人までが生き生きと生活できる街 

 生涯で学べる街づくり 

 佐伯高校が地域の小中学校を巻き込んだ探究学習を行っている 

健康・福祉 
 市総合健康福祉センターの相談支援拠点整備による福祉部門のワンストップ対応が可能 

 相談支援ネットワーク、体制整備事業における各圏域の戦略会議、はつかいち福祉ねっと等、行政

や関係団体間の多数の連携が進んでいる」 

 誰もが気軽に声をかけあえる（ＳＯＳも出せる）福祉のまち 

 大人、子ども、高齢者、障がい者の誰もが暮らしやすいまち 

安全・安心 
 廿日市には消防団分団が５地域にあり、その分団同士で連携することで大規模災害に対応できる 

 防災意識の高いまちになれば安心して暮らせると思う 

 地域住民が消防・防災活動に対して理解し、地域安全に関心も持つ 

 災害が発生してもできるだけ最小限被害にとどめる地域づくり、人的被害者がゼロ 

産 業 

 世界文化遺産、日本三景を兼ねそろえた宮島がある所。宮島というネームバリュー 

 広島市という大きなマーケットに隣接していること 

 海抜 0mから 600mの地域を有しており、年間を通して多様な農産物を供給できる 

 木材加工を生産から流通まで行える体制が整っていること 

 カキとアサリの巨大な漁場を抱える県内でも有数の生産地であること 

 市産材のブランド化を目指し、生産・製造・販売の「きのまち」を目指してほしい 

 歴史・自然・文化を守りつつ、世界中から訪れた観光客に喜びと感動を与える島(まち) 

 働く人に選ばれるまち 

 仕事と暮らしが近いまちはつかいち 

生涯学習・

文化・スポ

ーツ 

 宮島彫りやお砂焼などに代表されるような伝統的工芸を保有していること 

 女子野球タウンであること 

 「文化度の高いまち」をめざしてほしい。「廿日市らしい」文化を明確にしていく 

 多世代がスポーツに親しみやすいまちづくり 

都市基盤 

 峠道が整備されており、沿岸部と山間部の行き来が容易 

 広島市中心部からのアクセスが良く、山陽自動車道等の交通インフラが充実 

 都市がコンパクトで生活に必要なものが住居の近くで簡単に手に入るので便利 

 平良丘陵開発及び未来物流産業団地造成事業によって人の流れや流通市場が盛んになる 

 中山間地域でも暮らしやすいまち 

 市全体を通して、交通インフラ、ショッピングセンター、医療機関、教育機関などの充実が必

要 

環 境 
 自然環境が充実している ― 

地域づく

り・人権・

多文化共生 
 市民センターが地域に密着して活動しようとしている 

 全員が協力して魅力あるまちづくり 

 外国人市民と日本人市民が同じ廿日市市民として手を携えて地域のまちづくり活動に取り組ん

でいる 
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（7）各種調査結果から見えるキーワード 

『市民アンケート』からみえるキーワード  『市民ワークショップ』からみえるキーワード     『事業者ヒアリング』からみえるキーワード 

 

 

 

 

 

  

［考察］ 

 特に若い世代を中心に「子供にやさしい」、「子育てしやすい」

と思うようなまちづくりが求められている。 

 その他、「活気」や「楽しい」もキーワードとしてあがって

おり、住んでいてこうしたワクワク感を感じるまちづくりも

望まれている 

 高齢者世代では、医療福祉や公共交通といった生活環境の充

実が求められているほか、あらゆる面において「やさしさ」

を感じるまちづくりが求められている。 

 世界遺産「宮島」に関する項目が自慢したいこととして、最

も多くあがっている。 

［考察：若者子ども夢会議］ 

 10 年後の廿日市市の姿では、「交流・つながり」「にぎわう」

に代表されるように市民同士がつながり、交流し、活気が生ま

れることによって、持続的に成長するまちづくりが求められ

ている。 

 また、「外国人」「受け入れる」などもキーワードとして挙がっ

ており、国内国外を問わず、多様な価値観を受け入れ、ともに

歩んでいくことのできるまちづくりが求められている。 

［考察：地域づくり会議］ 

 人口減少等の多くの課題を抱える周辺地域ではあるが、「変わ

らない」暮らしをしていきたいという意見もあったほか、現在

の地域を次の世代へつないでいきたいという意向が強くみら

れた。 

 

［考察］ 

 歴史文化や自然環境、広島市に近い立地条件等の強みを有し

ており、これらの恩恵も受けて、宮島を中心とする観光業や木

材・食料品などの特徴的な産業が発展している。 

 あわせて、地価の安さや施設の立地条件等の恵まれた住環境

や充実した子育て支援などがまちの魅力を高めている 

 将来像では、地域や年代などに関わらず、だれもが暮らしや

すいまちが求められている。 

 また、恵まれた歴史文化や地域資源を活かし、観光客や移住

者に選ばれるまちづくりが求められている。 

［社会の要請（潮流）・トレンド］ 

（1） 人口減少社会／少子化・高齢化による人口構造の変化 （2） 防災意識の高まりと災害に強いまちづくりの推進 （3） 一極集中の是正と地方回帰の動き 

（4） グローバル社会への対応 （5） ともに支えあう社会へ向けた動き （6） こどもまんなか社会の実現に向けた動き 

（7） GX（グリーントランスフォーメーション）の推進 （8） DX（デジタルトランスフォーメーション）の推進 

 

 【廿日市市の将来像に関するキーワード】 

優しさでつながる 
まちづくり 

市民ニーズが多様化する中、誰もが幸せに暮らせるまちづくりが重要となっている。そのためには、子育て世代や高齢者、外国人など多様な市民がお互いを受け入れ、

つながり、支えあうまちづくりを推進するとともに、都市基盤の整備などあらゆる面において「優しさ」を感じるまちづくりが求められている。 

キーワード： やさしさ/受け入れる/多様性（外国人・若者・老人）/つながり・交流/地域共生社会の実現 
   

歴史への敬意 
資源の活用 
未来への継承 

先人から脈々と受け継がれてきた、世界遺産宮島をはじめとする歴史文化や地域資源は、本市の宝であり、現在もこうした資源を活用した産業が本市を支えている。こ

れからも歴史をつないできた先人への敬意を持ち続けるとともに、こうした資源を時代に合った形で活用し、未来へつないでいくことが求められている。 

キーワード： 世界遺産（厳島神社）/つなぐ・つなげる/変わらない 
   

ワクワクする 

未来への挑戦 

現在は、未来を見通すことが難しい時代と言われている一方で、様々な技術革新や新しい価値観の台頭など見方を変えれば、可能性は無限にある。可能性を活かし、市

民みんながワクワクする未来を実現するためには、将来を見据え、果敢にチャレンジを繰り返していくことが求められる。 

キーワード：インクルーシブ社会の実現/GXの推進/DXの推進/活気/楽しい/ワクワク/にぎわい 
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（8）将来像（案） 

 

安心に包まれ ワクワクが広がる 未来への挑戦を楽しむまち 

－ つなぎ つながり ともに歩む － 

 

解説 

■ 安心に包まれ ワクワクが広がる 

「安心」は、市民が心身ともに健康で安全に快適な生活を送ることができる優しさに満ちた「安心感のあるまち」をイメージし、安心や安らぎを感じる状態を「包まれ」

で表現しています。「ワクワク」は、誰もが未来に向かって「ワクワク」し、これからの暮らしに希望を持てるまちの姿をイメージし、希望が心の中でどんどん大きくなり、

みんなにもその感情が伝わる様子を「広がる」で表現しています。二つの要素が調和し、「安心」をベースに、毎日を「ワクワク」、明日は今日よりもっと良くなるという希

望を持った暮らしを送ることができるまちを目指します。 

 

■ 未来の挑戦を楽しむ 

現在は、未来を見通すことが難しい時代と言われています。その一方で様々な技術革新や新しい価値観の台頭など見方を変えれば、可能性は無限にあります。こうした可

能性を活かし、これまで先人から受け継いできたこのまちを未来へつなぐために果敢な挑戦をまち全体で行っていきます。また、挑戦の主体は、行政、企業、市民など様々

考えられますが、それぞれが挑戦を楽しむとともに、それぞれの挑戦を応援しあう風土を醸成していきたいという思いを「楽しむ」に込めました。 

 

■ つなぎ つながり ともに歩む 

これからのまちづくり（未来への挑戦）は、それぞれの主体が単独で取り組んでいては、様々な要素が複合した課題の解決は困難です。長い歴史とその歴史に育まれた文

化や豊かな自然をつなぎ、廿日市市に関わりのある各主体がつながり、ともに未来への挑戦に取り組んでいくという思いを込めました。 


